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1．はじめに 

乾燥地における環境問題として砂漠化やそれに伴う土壌の塩類集積があげられる。塩類集積とは地表面の蒸発等

を介して水分だけが空気中に発散され、水分中のカルシウム (以下 Ca) 等の塩類が地表面付近に累積する現象であ

る 1)。塩類集積が進むと、土地の塩類濃度が高すぎ植物の生育が阻害されてしまうが、そのような塩類集積地に耐

塩性や耐乾性を発揮し自生する植物が多く存在する。その中で注目したのが、漢方薬の原料としても知られ需要の

高い貴重種「甘草(Glycyrrhiza uralensis)」である。モンゴルなどの砂漠地で甘草は乱獲や気候変動により減少し

ており 2)、甘草の栽培技術の確立は急務となっている。塩類集積が起こっている地域や貧栄養な土壌での苗からの

栽培は難しいとされている 2)。そこでそのような土壌であっても培養土加えることで甘草を苗から生育させること

が可能であると考え、本研究では、過度に進んだ塩類集積地での甘草栽培を目的とした栽培実験を行った。また、

土壌中や甘草根中の Ca 成分に着目し、種々の Ca が「甘草」の生育に与える影響を示した。 

2．Ca 付与における土壌及び甘草の応答 

モンゴル南部などの甘草の自生地および塩類集積地は、土壌の乾燥重量に対し炭

酸 Ca 中の Ca 分が 10%近く含まれる高 Ca 濃度の土壌で形成されている。また、

モンゴル自生地の甘草の根には多くの Ca が含まれていることがわかっており 3)、

Ca が甘草の成長に特に関わっていると考え、その関係性を明らかにすることを本

研究の狙いとしている。 本研究は Ca の種類を変え、土壌や甘草の根の生育への影

響を観測する。計測する内容としては生育した甘草の根の重さに加え、

根に含まれる漢方薬の原料として重要な成分であるグリチルリチン含

有率 (以下 GC 含有率) とし、比較する。なお、GC 含有率に関しては

高速液体クロマトグラフィー (HPLC) 法を用いて計測した。また、示

しているデータは 7 ヶ月育てた甘草を条件ごとに 3 個体測定し、その

平均を示している。実験の要領としては、まず植栽基盤として培養土と

硅砂 7 号を乾燥重量 1:1 で混ぜたものを使用する。その基盤に対し 2%

の石灰を施用し、直径 10cm 高さ 20cm の筒に詰める。筒の底には不織

布をかぶせる仕様にした。甘草は種から発芽させ三週間ほど培養土で育

てた後、一つの筒に一つの苗を植え、観察する。写真 1 はその筒栽培の

様子である。石灰の種類及びその pH、EC は表 1 の通りである。また、

石灰名の横にはその主成分を示す。また、石灰を加えることによる土壌の性質の変化は表 2 に示したとおりであ

り、石灰の分量は植栽基盤に対し 2％程度であるが pH や EC の値には大きな違いが見られる。特に消石灰は水に

溶け易い性質からか少量でも大きな反応が見られた。EC においては作物に適した値は 0.1~1(mS/cm)となっており、

3~4(mS/cm)以上の土壌ではほとんど生育しないと言われている 4)。このことから甘草は土壌中の EC 値が高い場合

でも培養土の添加により小さな苗から生育できるという結果が得られた。7 ヶ月生育させた甘草の根の重さ及び

表-2 施用する石灰による pH EC の変化 

 

表-1 各石灰の pH及び EC 

 

 

写真 1 筒栽培の様子 



GC 含有率と各石灰との関係を図１に示す。図内の数字は表-3 に示すとおりである。根重に関しては消石灰を施用

したものと有機肥料を多く与えたものに大きな値が現れる効果が見られ、GC 含有率に関しては 7 ヶ月では大きな

違いは見られず、日本薬局方 5)の基準である甘草根の乾燥重量に対しGC含有率が 2.5%を超える個体はなかった。 

図 2 は根重×GC 含有率と石灰の種類の関係を示しており、石灰を与え

ていないものを基準(100%)としている。この結果、強アルカリの消石灰及

び強酸の過燐酸石灰に優位な結果が得られ、pH が甘草の根の重さ及び

GC 含有率への影響は少ないことがわかる。  

図 3 に筒内の土の EC と 7 ヶ月甘草の根の重さの関係を示す。図に示し

てあるプロットは有機肥料を与えていない条件を示しており、石灰による影

響を比較している。石灰の影響を苗の状態から育てた場合、土壌の EC の値

は 3(mS/cm)に近いほど根が大きく育つ結果が得られた。2(mS/cm)以下では

根が細くしか育たないものが多く、また、表中には示されていないが過燐酸

石灰を表面施用したものや過燐酸石灰を 2%施用した EC が 4(mS/cm)近いも

のは苗の状態からは育ちが悪く枯れてしまう個体も多くなった。 

3．まとめ 

1)EC の値が 3(mS/cm)近い土壌であっても培養土を添加することで甘

草は苗からの生育が可能で安定的に生育する。2)甘草の根の重さに大き

く影響を与えたのは Ca(OH)2を主成分とする消石灰であった。また有機

肥料を与えたものにも根の重さを重くする結果が得られた。3)GC 含有

率においては 7 ヶ月甘草での石灰による違いは見られず本研究での栽

培期間では短期間であったと考えられる。4)根と EC の関係であるが、

根の重さは EC の値が 3(mS/cm)に近くなると重くなり 2 以下では根重

が大きくなる成長は見られなかった。EC が 4(mS/cm)に近づくと過栄養

となり、そのような条件では苗からの生育は厳しいことがわかった。5)

消石灰及び過燐酸石灰においても根重が重く育ったことから土壌の pH

が甘草の根重及び GC 値の成長へ与える影響は少ない。 

今後の展望 

石灰によってなぜこのような結果になったのか石灰の水への溶解度と

いう点にも着目し、石灰と培養土及び硅砂を用いた実験を行う。また今

回の実験では短期間での測定のため大きな差が見られない条件もあっ

たため、長期的な観察も必要であると考えられる。 
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図 2 石灰と GC 及び根重の関係 

 

図 3 土壌の EC と根の重さの関係 

図 1 条件別の甘草の応答 

表-3 筒内の条件 
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